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Fig.1 Single shot T1-TFE法 
 




した。検討項目は①TE  ②FA  ③prepulse delay 
を変化させた際の動脈の SNR、動脈と周囲組織(筋肉、
静脈)のコントラスト比（CR）、動脈のアーチファク
































Ⅲ．結   果 
 
 TEの延長により SNR（Fig.2）や CR（Fig.3）は
低下し、動脈のブラーリング(Fig.4)が増加した。FA
は 10°又は 15°の時に SNR(Fig.5)が高く、CR（Fig.6）
は大きな変化はなかった。FAの増加に伴い動脈のア
ーチファクト(Fig.7)が増加した。prepulse delay

















































































































































































































Ⅳ．考   察 
 











影下肢 MRAの撮像パラメータは、 ①TE : 2～3ms 































                                                                 
